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研究施設�東京大学大学院医学部小児科、杏林大学医学部小児科、静岡県立こども病院、大阪府立母子保健総合
医療センター、岡山大学大学院発達神経病態学、国立感染症研究所感染症情報センター�
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本研究を行うにあたりご指導ご協力頂いた東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学康永秀生教授に深謝
いたします。�
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